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水中の存在形態概要
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水中放射性!"の存在画分
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溶存態

鉱物結合態粒子

有機態粒子
交換態粒子

q環境水中における放射性!"の存在形態は、主に懸濁態と溶
存態に分かれる。

q懸濁態放射性!"は、主に土粒子や有機物などの懸濁物質（
##："$"%&'(&( ")*+(）に付着（吸着）もしくは固定された形とし
て存在し、溶存態放射性!"は、主にイオン態として存在する。



水中の放射性セシウムのモニタリングの重要性概要

⼭地

河川・湖沼

海

農地都市域

対象地 測定対象 モニタリング中⼼機関
山地 森林、土壌 林(国環研)、恩田(筑波大)

農地 農業用水(ため池・水路)、
土壌、農作物

信濃・申(東北農研)

都市 河川水 恩田(筑波大)

河川・湖沼 河川水、プランクトン、
水生生物

林・辻(国環研)、恩田(筑波大)、
難波(福島大)

海 海水、プランクトン、
水生生物
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• 長期的な環境動態予測
• 作物や魚類への移行評価
• 飲料水等の安全性確保
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河川



河川水中の溶存態!"#!"濃度の空間分布空間分布
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0'!!年#月時点の
!"#12沈着量$%&'()$*

流域平均()*!"沈着量・流域内の建物用地の割合が多いほど
河川水中の溶存態()*!"濃度が高い

y = 1.9x - 0.011
r = 0.82, p < 0.01
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流域に占める建物用地の割合

溶存態$()$%濃度を
$()$%の汚染度に対して基準化

溶存態!"#C%濃度 +$%,&#-
流域平均!"#C%沈着量 +$%,&+-

基準化溶存態!"#C%濃度 +&",-
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河川中の!"#!"濃度の経年変化の事例経年変動

*+&,-./012/.3/43-51-61!"#!"17-57+54./43-51351.32+.18/4+.1
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○流域に高線量区域を含む太田川、
請戸川における、形態別の!"#C%濃度
の測定
○溶存態!"#C%濃度には、長期的な減
少傾向に加え、夏に高く冬に低くなる
という季節変動が認められた。
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チェルノブイリ原発事故後の欧州の河川で観測されたレンジ
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%'(!"濃度の経年変化経年変動
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河
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チェルノブイリ事故後の欧州の
河川と比較すると，最も低いレ
ベルかそれより>桁以上低い値
で推移している。

事故からの経過年数



%'(!"濃度の経年変化経年変動
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阿武隈川本川 阿武隈川支流（西側） 阿武隈川支流（東側） 浜通りの河川
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事故からの経過年数 事故からの経過年数 事故からの経過年数 事故からの経過年数

基準化懸濁態!"#C%濃度 +&+ ./",-
懸濁態!"#C%濃度 +$%,./-
流域平均!"#C%沈着量 +$%,&+-
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プリチャピ川

○欧州と同様、F段階の濃度低下
○事故後>年間の濃度低下速度が、欧州に比べ非
常に高い
○水田・畑・都市の被覆率が大きいほど低下速度高



第２!３節

貯水池



ため池の!"の流入・流出流出・流入
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帰還困難区域内のため池で、流入・流出水に含まれる()*!"を比べ
ると、流出水の方が懸濁態ならびに溶存態とも全般に濃度が高かっ
た。底質に蓄積した()*!"の溶出ならびに流出の影響である。
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ため池の流入水と流出水中の!"#C%濃度GF@>H年E



ため池水中の溶存態,-.!"の動態経年変化
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溶存態!"#C%の鉛直分布 ため池の水位管理状況

水位管理が溶存態()*!"の動態に与える影響
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農業用水



農業用水中の!$%!"の経時変化経時変化
#"&
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伊達市小国の例

存在割合（%） 平均値 最小値 最大値

交換態 1.2 0.90 ― 1.5

有機物結合態 2.9 1.8 ― 4.5

強固結合態 96 94 ― 97

半減期：012年

懸濁態

F@>A年I月からJ月における懸濁態中!"#C%の存在形態割合

半減期：31(0年

半減期：43年

溶存態



農業用水中の%'(!"濃度分布経時変化
#"&

農
業
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03 .&

43 .&（空間線量率：03()年((月(2日現在）採取地点

市町村区分

南相馬市（!)）、飯館村（!"）、富岡町（4）、浪江町（4）、
双葉町（4）、大熊町（5）、郡山市、相馬市、伊達市、二
本松市、川内村、楢葉町の45地点

利用区分

ため池（50）、ダム（0）、河川（!'）

原発からの距離

4' 67圏内，4!地点；0' 67圏内，0#地点

採取時期

0'!5858#～0'!58!'8!)

試料採取地点 存在形態 N 平均値 最小値 最大値

20 km圏内 懸濁態 27 1.1 ± 2.9 0.011 - 15

溶存態 1.1 ± 1.6 0.022 - 6.7

20-80 km圏内 懸濁態 27 0.20 ± 0.19 0.0068 - 0.85

溶存態 0.22 ± 0.23 0.0075 - 1.1
懸濁態からのイネへの移行は限定的

表 農業用水の濃度（単位：KLM1E
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沿岸



溶存態!"#!"濃度の時空間変動沿岸
#"'

沿
岸

空間分布
福島第一原発近傍 GN>E BB+南部沿岸（小名浜） B+北部沿岸（仙台湾） B+沖合

Kaeriyama (2017)のFig. 2を改変、一部データ追加更新
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溶存態137Cs濃度の時空間変動沿岸
2.5

沿
岸

空間分布
福島第一原発近傍 (T1) >> 南部沿岸（小名浜） > 北部沿岸（仙台湾） > 沖合

Kaeriyama (2017)のFig. 2を改変、一部データ追加更新
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